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 令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震に被災された方々に，心からお見舞いならびにお

悔やみを申し上げます． 

 さて，本巻では古くて新しいテーマである「褥瘡」を中心に取り上げました．古くは南宋時

代に著された「通志」（1161 年）に「病杖牀褥疮＝病気で臥していて褥瘡になる」という記載

があり，「褥瘡」は古くから認められていた病態であることが伺える．そして近年では 2020 年

に DESIGN-R®から DESIGN-R®2020への改定，また 2022年に「褥瘡予防・管理ガイドライン」

が第 5 版として改訂されたことに鑑みると，褥瘡の評価や治療は時代とともに常にアップデー

トされている． 

日々の医療や介護の現場では，患者や利用者に関わる全てのスタッフが自身の職種に関係な

く，患者や利用者に対して細かな気配りすること（care），そして得た情報を互いに共有するこ

とが褥瘡の早期発見や予防にとって非常に重要である．しかし基本的な当たり前の事を当たり

前のように継続していくことは決して簡単なことではなく，全てのスタッフが高い意識を持ち

続けてこそ，その継続を得ることが可能である． 

 全ての医療・介護現場で，そのようなチームワークが遂行できることを切に願うばかりであ

る． 
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